
貨

幣

と

経

濟

贋

値

大

野

純

一

本
稿

の
目
的

と
す

る
と

こ
ろ
は
、
貨
幣

は
維

濟
償
値
性
を
有
す

る
や
否

や

の
問
題
を
解

か

ん
と
す
る

に
在

る
。

貨
幣
は
経
濟
債
値
を
有
す

る
や
否
や
は
、
殆

ん
ど
経
濟
學

の
誕
生
と
共

に
磯

生
し
、
古
來
多
数

の
論
者

に
よ

つ
て
討
究

せ
ら
れ
た

に
も
拘

ら
す
尚
今
日

に
於

て
も
解
決
を
見

ざ
る
問
題

の

一
つ
で
あ
る
。
吾
人

の
考

へ
に
よ
れ
ば
、
か

」
る
意
見

の
不

一
致
は
、
貨
幣

が
有
し
若

く
は
有

せ
す
と
主
張

せ
ら
る

」
経
濟
債
値
概
念

に
關

す
る
彼
等

の
解
繹

の
匿

々
た
る

に
基
く

の
で
あ
る
。

さ
れ
ば
、
貨

幣

に
於
け
る
債
値
性

の
問
題

を
論
す

る
が
た
め

に
は
、
先
づ
経

濟
便
値

の
概

念
そ

の
も

の
を
明
か

に
す

る
を
要
す

る

の
で
あ
る
。

一
般

に
維

濟
學
上
、
從

つ
て
叉
貨
幣
論

上

に
於
け

る
、
債
値
概
念

に
關
す

る
從
來

の
論
者

の
詮

は
大
別

し

て
二
と
す

る
こ
と
が

出
來

る
。

そ

の

一
は

主
観
的
領
値
學
論

で
あ

り
、
そ

の
二
は
客
観
的
慣
値
學
論

て
あ

る
。
第

一
の
學
詮

に
擦

れ
ぼ
、

「
主
観
的
意

貨
幣
と
縄
濟
債
値

一=



貨
樽
と
経
濟
偵
値

一=
一

味

に
於

け
る
便
値

は
、

一
定

の
主
禮

に
よ

つ
て
彼

の
稿
利

が
何
等
か

の
關
係

に
於

て

一
財

の
所
有

に
依
存
す

る
と
言
ふ
こ
と
を
意

識

せ
ら
る

」
が
た

め
に
、
そ

の
財
が

こ
の
主
艦

の
利
害
範

團

に
封
し

て
有
す

る
實
際
的
意
義

で
あ

る
。
L
ω
更

に
此
慣
値

を
彼
等
は

三
分
す

る
。

即
ち

一
主
禮

の
慾
望
が
直
接

そ

の
財

の
使
用

に
よ

つ
て
充

足
せ
ら
る

」
場
合

は
、
此
を

主
観
的
使
用
債
値

、
そ

の
財

を
技

術
的

生
産

に
利
用
し

て
得

た
新
な

る
財

に
よ
つ
て
充

さ
る

」
場
合
を

主
槻
的
牧
釜
債
値

、
そ

の
財
を
交
換

に
於

て
提

供
1
・、

以

つ
て
得
た

る
財

に
よ

つ
て
充

さ
る

」
場
合
を
主
親

的
交

換
債
値

と
名

づ
け
る

の
で
あ
る
。
ω

他
方
第
二

の
論
者

に
擦

れ
ば
、
「
客

襯
的

意
味

に
於
け

る
憤
値

は
、
吾
人

の
判
断

に
於
て
認

め
ら
れ

た
る
、

一
定

の
外
的
、
客
観

的
成
果
を
も
た
ら
す

可
き

一
財

の
性

能

で
あ
る
。
」
ω
此
偵
値

も
亦

三
つ
の
範

疇

に
分

れ
る
。

一
財
が
直
接

技
術
的
用
途

に
向
け
ら

る

」
時

、
此
を
客
観

的
使
用
債
値

と

稻
し
、
技

術
的
生
産
過
程

を
通

し
て
他

の
財
を
得

る
た
め

に
用

ひ
ら
る

」
時
、
客
観
的
牧
釜
債
値
、
交
換

に
よ

つ
て
他

の
財

を
得

る
た

め

に
充
用
せ
ら
る

」
時

、
客
槻

的
交

換
債
値

と
言

ふ
の
で
あ

る
。
ω

以
上
は
從
來

の
債
値
匠
分

で
あ
る
が
、
今

此
匠
分
を
静

か
に
退

い
て
観

察
す

る
時
、
吾
人

は
そ

こ
に
何
等
杜
會
維

濟
學

上
重
要

な
る
匿
分

の
原
理
な

き
を
獲

見

す

る

の

で

あ

る
。
即
ち

彼
等

が
同
種

と
看
倣
す
債
値

も
、
此
を
肚
會
維
濟
學
的
見

地
よ
り
す
れ

ば
、
全
く
異

る
も

の
で
あ

り
、
叉
彼
等
が
別
種

の
も

の
な
り

と
す
る
も

の
も
、
吾
人

の
見
地
よ
り
す

れ
ば
、
何
等
匠
分

の
必
要
な

き
も

の
た

る
を
知

る
の

で
あ
る
。
而

し

て
結

局

三
ケ

の
範

曉

が
そ

こ
に
封

立
す

る
を
焚
見
す

る

の
で
あ
る
。
先

づ
第

一
に
主
観
的

債
値

に
就

い
て
見
る
に
、
主
観

的
牧
盆
債
値

並

に
主
観

的
交

換
債
値

は
根
本

に
於

い
て
、
主
観

的
使
用
債
値

と
異

る
も

の
で
は
な

く
、
爾
者

は
共

に
此
債
値

に
蹄
属
す

る
。
只
前

二
者

は
聞
接

の
使
用
債
値

で
あ
り
、
後
者

は
直
接

の
使
用
便
値

で
あ
る
、

と
言

ふ



貼

に
於

い
て

の
み
異

る

の
で
あ

る
。
故

に
此

三
者

は
結

局
同

一
範

曉

に
圏

し
、

そ
は

一
封
象

と

一
主
腿

と
の
封
立
關
係

に
基

い
て

襲

生
す
る
、
個
人
的

、
主
観
的
、

心
理
的
慣

値

で
あ

る
。
次

に
客
観
的
債
値

に
進
ま

ふ
。
客
観
的
使
用
慣
値
並

に
客
親
的
牧
釜
債

値

は
,
共

に
、

一
財

が
、
技
術
的
關
係

の
中

に
、
齎
す
効
果

に
基

く
も

の
で
あ

つ
て
、
此
意
味

に
於

い
て
、
爾
債

値

は
本
質

的

に

異

る

も
の
で
は
な

い
。
只

一
財

の
技

術
的
成
果

の
慾
望

に
封
す

る
關
係
が
直
接
な
り

や
闇
接
な
り

や

の
貼

に
於

い
て
の
み
匠

別

せ

ら
れ

る
の
で
あ
る
。
而
し

て
爾
者

は
共

に
技

術
的

概
念

で
あ
る
。
然

る
に
、
此
等

の
債
値

と
客
観
的
交

換
債
値

と
の
聞

に
は
、
杜

會
維

濟
學
上

よ
り
見
れ
ば
、
根
本

的
差
異
が
存
す

る

の
で
あ
る
。
客
観
的
交
換
便

値

は
、

一
財
が
、
杜
會
的
交
通

に
於

い
て
、
或

他

の
財

と
交

換
せ
ら
れ

る
關
係

で
あ
る
。
從

つ
て
客
観

的
使

用
債
値
並

に
客
槻

的
牧
盆
便
値

は
、
專

ら
事
物

の
自
然

的
性
質
即

ち

そ

の
物

理
的
、
化
學

的
關
係

に
よ

つ
て
條

件
付

け
ら

る

」
純
粋
技
術
的

の
も

の
で
あ
る
が
、
客
観
的
交

換
慣
値

は
個
人
間

の
交

通

を
前
提
し

て
初

め

て
嚢

生
す

る
砒
會

的

の
も

の
で
あ
る
。
さ
れ
ば

一
般

に
維
濟
學

上

に
於

い
て
、
從
來
論

ぜ
ら
れ

て
來
た
債

値
は
、

此
を
枇
會
科
學
上
匠
分
す

る
時

は
、

一
、
個

人
的
、

主
観
的
、

心
理
的
慣
値
、

(
主
観
的
使
用
債
値

、
主
観
的
牧
釜
債
値

、
主
観

的
交

換
債
値
)

二
、
技

術
的
便
値

、
(
客
観
的
使

用
便
値
、
客
観

的
牧
釜
債
値
)

三
、
肚
會
的
贋
値

、
(
客
観
的
交
換
便
値
)

の
三

つ
の
範
瞬

に
分

れ
る

の
で
あ

る
。
④

扱

吾
人
は
此

三
種

の
債
値

の
維

濟
學

上
に
於

け
る
地
位

と
そ
の
意
義

と
を
槍

し
よ
う
。

個
人
的
、

主
観
的
、
心
理
的
債
値

に
就

い
て
、
從
來

の
経
濟
學
者

の
考

ふ
る
所
は
次

の
如

く

で
あ
る
。
此
債
値

は
凡

て
の
経

濟
現
象

の
根
本

に
横

は
る
も

の
で
あ

つ
て
、

そ
は
経
濟
現
象

の
絡

局
的
論
明
原

理
た
る
の
で
あ
る
、

さ
れ
ば
此
債
値
概

念

こ
そ
維

濟
學
的
債
値
概
念
、
即
ち
眞

の
経
濟
債
値

で

貨
幣
と
経
濱
債
値

二
三



貨
幣
と
経
濟
債
値

二
四

あ
る
、

と
。
然
し
乍
ら
吾
人
は
或
概

念

の

一
科
學

内

に
於
け
る
論
理
的
意
義

と
獲
生
的
意
義

と
を
混
同
し

て
は
な

ら
ぬ
。
即

ち
假

令
、
個
人
的
、
主
観
的
、
心
理
的
債
値

概
念

は
、
経
濟
現
象

の
読

明
に
封
す

る
最
絡

黙
を
意
味

し
、
経
濟

現
象
護
展

の
始
黙
を
構

成

す

る
も
、

こ
れ

を
以

つ
て
直
ち

に
経
濟
的
概
念
其

自
身
な

り
と
は
断
す

る
こ
と
は
出
來
な

い
。
抑

々
個
人
的
、
主
観
的
債
値

は
純

粋

の
心
理
現
象

と
し
て
人
間

の
凡

て

の
合

理
的
行
爲

を
震
生

せ
し
む
る
根
本
動
機

で
あ
る
。
從

つ
て
、
そ
は
、
経
濟
現
象

よ
り

も

は
る
か

に
廣

き

一
般
的
人
聞
行
爲

の
読

明
原
理

で
は
あ
る
が
、
決

し

て
経
濟
學
固
有

の
概
念

で
は
な

い
。
此
種

の
債
値

は
、
経

濟

學
的
慣
値

現
象

の
分
析

に
際

し
て
、
最
後

に
蹄

せ
し

め
ら
る
可
き
債
値

で
は
あ
る
が
、
其
自
身
経
濟
學
的
債
値

と
は
見
る
こ
と
が

出
來
な

い
の
で
あ
る
。
他
面
技

術
的
慣
値

が
本
來

の
経
濟
學
的
概
念
た

ら
ざ

る
は
蝕

に
論
す

る
迄

も
な

い
こ
と
で
あ
る
。
さ
れ

ば

く
・
団
爵
.
,翻
曽毛
。・岸
も

曰
く

、
「
木
材

の
熱

量
債
値

を
例

へ
ば
詮

明
す

る
こ
と
は
、
決

し

て
吾
が
科
學

の
任
務

で
は
な

い
、
」
と
。
⑥

か

曳
る
債
値

は
明

か

に
自
然
科
學

の
封
象

で
あ

つ
て
経
濟
學

に
固
有

の
概
念

で
は
な

い
。
以
上

二
債
値

に
反
し
、
客
槻
的
交

換
債
値

は
、
枇
會
的
交
通

を
前
提
し

て
初
め

て
成

立
す
る
と
こ
ろ

の
概
念

で
あ
る
。
此
債
値

は
軍

に
所
有

せ
ら
る

」
封
象

に
認
め
ら
れ

る

債

値

で
は
な
く
、
移
蒋

の
封
象

に
於

て
生
す

る
債
値

で
あ
る
。
從

つ
て
此
債
値

こ
そ
、
肚
會
科
學

と
し

て

の
経
濟
學

上
、
重
要
な

る
贋
値

概
念

で
あ

る
。

扱

て
以
上

に
よ

つ
て
吾
人
は
從
來

の
債
値

概
念

を
検

し
、
個
人
的
、
主
槻
的
債
値

並

に
技
術
的
債
値

は
経

濟
學
固
有

の
債
値

で

は
な

い
、
吾

々
の
科
學
内

に
猫
自

の
地
位

を
占
め
得

る
は
只
客
観

的
交

換
債
値

あ
る

の
み
で
あ
る
、
と
言

ふ
こ
と
を
明

か
に
し
た

の
で
あ

る
が
、
此
結
論

は
又
此

を
他
方

面
よ
り
誰

明
す

る
こ
と
が
出
來

る
。



O

一
一

抑

々
債
値

一
般

は

一
主
艦

が
或

客
膿

に
封

し
て
認
め
る
と
こ
ろ

の
意
義

で
あ
る
。

さ
れ
ば
債
値

は
客
髄
そ
れ
自
身

に
固

有
な

る

性
質

で
は
な

い
。
叉
主
盟

の
任
意

に
想
像

し
た
る
も

の
で
も
な

い
。
債
値

は

輔
主
禮

が
主
観

、
客
観
を
超
越

せ
る
第

三
の
標
準

に

照
ら
し

て
、
或

客
罷

を
判
断

す
る
こ
と
に
よ
つ
て
生
す

る
統

一
的
現
象

で
あ
る
。

か

」
る
性
質
を
有
す

る
債
値

は
、
科
學

一
般

に

與

へ
ら
れ
た

る
共
通

の
経
験

の
封
象

で
あ
る
、
而

し

て
そ
は
各

々
の
科
學

の
認
識
目
的

に
慮
じ

て
加

工
さ
る
可
き
素

材
で
あ
る
。

然

ら
ぼ
経
濟
債
値
は
此
経
験

の
封
象
よ
り
如
何

に
し

て
獲
展
す

る
や
。
哲

學

は
、
此
経
瞼

の
封
象

と
し

て
の
評
債

現
象

に
於

け
る

評
債

の
標
準

に
、

そ

の
學
的
興
味
を
向
け

る
こ
と
に
よ

つ
て
、

彼
自
身

の
研
究

の
封
象
と
す

る
。
然

る

に
経

瞼
科
學

一
般

は
、
か

」
る
標

準
を
與

へ
ら
れ
た
る
も

の
と
し

て
、
直

接

こ
の
問
題

に
關
係
す

る
を
許

さ
ぬ
。
自
然
科
學

は
、
此
評
債
現
象

を
孤

立

せ
る

個

々
的

現
象

、
若
し
く

は
そ

の
外
的
、
機

械
的
交

互
作
用

と
し

て
観
察

し
そ
れ
よ
り

普
遍
的
要
素
を
抽
出
す

る
こ

と
に
よ

つ
て
、

自
か

ら

の
科
學

の
封
象

と
す

る

の
で
あ

る
。
然

る
に
経
濟
學

は
、

一
の
歴
史
納
肚
會

科
學

な
る
限
り
、
か

製
る
観
方

を
以

つ
て
は

そ
の
研
究

の
封
象
を
構
成
す

る

こ
と
は
出
來
な

い
。
経
濟
學
は
、
吐
會

の
成
員

の
評
債
現
象

、
即

ち
杜
會
現
象

と
し

て
、
こ
れ
を

観
察
す

る
時

、
初

め
て
自

か
ら

の
研
究

の
封
象

と
す
る
こ
と
が
出
來

る

の
で
あ
る
。

同

一
客
膿

に
封

し

て
評
便
を
行

ふ
個
入

が
、
相

互
に
こ
れ
を
意
識

し
、
此
事
實

が
各
個
人

の
評
債
行
爲

に

一
定

の
作

用
を
螢
む

時

は
、
蝕

に
此
等

の
評
便
者

は
、
評
便
者

と
し

て
の
祓
會

を
構
成
す

る
。
吾
人
は

、
か

玉
る
肚
會

の
成
員

に
よ

つ
て
な
さ
る

玉
評

ロ

 

貨
幣
と
縄
濟
儂
値

二
五

,



貨
倣
m
と
経
濟
債
値

二
六

債
行
爲

を
、
肚
會

的
評
債
現
象
と
名
け
、
か

㌧
る
個
人

に
よ

つ
て
認

め
ら
る

」
債
値
を
杜
會
的
債
値

と
名

け
る
。
此

に
反
し
、
軍

に
弧

立

せ
る
、
或

は
箪

に
外
的
、
機

械
的

に
相

互
に
作
用
す

る
個
人

の
評
債
行
爲
を

、
個
人
的
評
債
現
象

と
構

し
、
か

」
る
評
債

行
爲

に
よ
つ
て
生
す

る
債
値
を
個
人
的
慣
値

と
名

け
る
。
ω

然

る
時

は
肚
會

科
學

た
る
経
濟
學

は
後

者
を
そ

れ
自

か
ら

の
研
究

の
封
象

と
す

る
こ
と
は
出
來
す

し

て
、
前
者
即

ち
杜
會
的
評

便
行
爲

並

に
杜
會

的
債
値

の
み
を
そ

の
封
象

と
す

る

の
で
あ
る
。

然

し
乍
ら
経
濟
學
は
肚
會
的
評
債

現
象

叉
は
肚
會
的
債
値

一
般
を
、
そ

の
封
象

と
し
て
有
す

る
こ
と
は
出
來

ぬ
。

此
塵

に
も
亦

杜
會

諸
科
學

の
分
業

が
存
す

る

の
で
あ
る
。
然

ら
ば
経
濟
學

は

一
般

的
な

る
就
會

的
評
債
現
象
並

に
肚
會
的
債

値

の
如
何

な
る
部

分

に
興
味
を
有
す

る
や
、

が
次

に
生
す

る
問
題

で
あ

る
。

元
來
経
濟
的
評
便
は
、
或
客
膿

に
封
す

る
肚
會
人

の
同

一
評
債

の

一
面

に
し

て
、
経
濟
學

に
は

一
定

の
経
濟
的
評
債

現
象

が
他

か
ら
別
れ

て
與

へ
ら
る

曳
も

の
で
は
な

い
。
杜
會

的
評
債
現
象
を

一
定

の
見
地

の
下

に
観

察
す
る
と
き
、
鼓

に
初
め

て
経
濟
學

的

概
念

と
し

て
の
評
便
現
象

が
生
す

る
の
で
あ
る
。
然

ら
ば
如
何
な

る
見
地

よ
り
経

濟
學

は

こ
れ
を
観
察
す

る
や
。

言

ふ
迄

も
な
く
、
維

濟
學
は
彼
固
有

の
認
識
條
件

に
基

い
て
砒
會
的
評
便
現
象
を
翻
察
す

る
。
而

し

て
其
認
識
條

件
は
既

に
吾

人

が
他

の
機
會

に
於

い
て
述

べ
た

る
が
如
く
、
私
有

財
産
制

と
分
業

制

で
あ
る
。
㈲

故

に
経

濟
學

の
封
象

と
し
て

の
評
債

現
象

は

先

づ
第

一
に
所
有

の
封
象

に
於

い
て
生
す

る
肚
會

的
評
便

現
象
た

る
を
要
す
る

の
み
な
ら
す

、
第

二

に
分
業
制

に
基
き
個
人
間

に

移
韓

せ
ら
る

」
が
如
き
所
有

の
野
象

に
於

て
生
す

る
杜
會
的
評
債
現
象

で
な
け
れ

ば
な

ら
ぬ
。
即

ち
経
濟
的
交
通

の
封
象

に
於

い



て
生
す

る
肚
會
的
評
慣
現
象

で
あ

る
。
而
し

て
か

」
る
評
債

現
象

に
塞

く
債

値

こ
そ
眞

の
経
濟
債
値

で
あ

る
。

然

る

に
軍
な

る
所
有

の
封
象

に
認
め
ら
る

、
債
値
は
實

罷
債

値

ω
昌
舞

・・望
窪

で
あ
り
、
個
人
闇

の
移
輻

の
封
象

に
認
め
ら
る

曳
便
値
は
職
能
債
値

害
鼻
二
8
署
窪

な

る
が
故

に
、
上
述

の
経
濟
債
値

の
性
質
を
此
二

つ
の
語
を
以

つ
て
言

ひ
換

ふ
る
な

ら
ば
、

経
濟
債
値
は
先
づ
就
會

的
實

腿
債
値

で
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
然

し
肚
會

的
實
膣
債
値

が
凡

て
経

濟
債
値

た

る
の
で
は
な
く
共
自

身

と
し

て
は
未
だ
非
経
濟
的
な

る
杜
會

的
實

膿
便
値
を
し

て
経
濟
債
値
た
ら
し
む
る
も

の
は
肚
會
的
職
能
債
値

で
あ
る
、
即
ち
肚

會
的
實
膣
債
値

が
個
人
主
義

的
杜
會

的
交
通
過
程

U
・二

&
三
臼
巴
蓬

零
冨
・
§

三
・
<
婁

9
層

§
・…

に
入
る
時

そ

こ
に
初
め

て
経

濟
債
値

が
生
す

る

の
で
あ
る
、
と
言

ふ
こ
と
が
出
來

る
。
更

に
換
言
す
れ
ば
、
肚
會
的
實
鵬
便
値

の
保
持
者

が
杜
會
的
職
能
贋
値

を
有
す

る
に
到

る
と
き
、

こ

、
に
経

濟
便
値

が
獲

生
す
る

の
で
あ
る
。
蓋

し

。。
巨
§
亀

が

「
封
象

の
経
濟
債
値

は
、
そ
れ
が
可
交

換
的

と
し

て
立
ち
入
る
と

こ
ろ

の
相

互
關
係

に
於

い
て
成

立
す

る
も

の
で
あ
る
。
」
㈲

と
述

べ

ω
。壼

が

「
或
債
値

が
経
濟
債
値

と

な

る
や
否

や
…
…
を
決
す

る

の
標
準

は
…
…
、
そ

の
所
有
者

が
便
値

客
膿
を
交
通
経
濟

の
客
腿
と
し

て
見
る
や
否
や
ま
た
か

、
る

意
味

に
於

い
て
評
債
す
る

や
否
や

に
の
み
存
す
。
」
@

と
述

べ
た
る
は
、

か

」
る
意
味

に
於

い
て
罫
あ
る
。

か

」
る
意
味

に
於
け

る
経
濟
債
値

は
、
強

ひ

て
從
來

の
経

濟
學

が
好
ん

で
取
扱

つ
た
債
値

諸
概

念

の

一
に
充
當

せ
し
め
ん
と
す

る
な

ら
ば
、
所

謂
客
槻
的
交

換
債
値

に
最
も

近
し
と
見
る
可
き

で
あ
る
。
然

し
乍

ら
倫
爾
者

の
聞

に
は
見
逃
す

可
か
ら
ざ
る
差
異

あ
る
を

注
意
し
な

け
れ

ば
な

ら
ぬ
。
從
來

の
経
濟
學
者

の
中

に
は
、
御

凡

て
財

の
調
達
行
爲
を
以

つ
て
経

濟
學

上

の
交

換
現
象

な

り

と
解

し
、
例

へ
ば
孤
島

の

ロ
ビ

ン
ソ

ン
の
活
動

を
以

つ
て
自
然

と
勢
働
力

と
の
交

換
な

り
と
し
、
既

に
此
際

客
観
的
交

換
債
値

貨
幣
と
緬
濟
儂
値

二
七



D

貨
幣
と
経
濟
儂
値

,

二
八

を
云

々
せ
ん
と
す
る
も
の
が
あ
る
。
然

し
乍
ら
経

濟
學

を
以

つ
て

一
ヶ
の
枇
會
科
學

な
り
と
す

る
吾
人

の
立
場
よ
り
す
れ
ば
、
か

」
る
場
合
経
濟
便
値
は
問
題

と
は
な

ら
ぬ
。
吾
人
は
、
個
人
的
、
技

術
的
交
換
と
肚
會
的
交

換
と

の
聞

に
根
本

的
差
異
を
設

け
、

只
後
者

の
み
を
経

濟
學
的
概
念

と
す

る
@
。

從

つ
て
吾
人

の
経

濟
債

値
は
只
杜
會

的
交

換
過
程
を
前
提

し
て
成
立
す

る

の
で
あ

つ

て
、
個
入
的
、
技
術
的
交

換
に
基
く
所
謂
客
親
的
交

換
債

値
は
そ

の
概
念

よ
り
除
外

せ
ら
れ
る

の
で
あ

る
。

以
上
吾
人
は

二
途
を
辿

つ
て
、
経

濟
債
値

の
性
質
を
明

か
に
し
た
。
次
ぎ

に
淺

さ
れ
た
る
問
題
は
、
然

ら
ば
貨
幣

は
経

濟
債
値

を
有
す

る
や
否

や
で
あ

る
。

三

 

経
濟
債
値

は
實
艦
領
値

を
前
提

し
て
獲
生
す

る
が
、
實
膿
債
値

そ

の
も

の
が
既

に
経
濟
債
値
た

る
の
で
は
な
く
、
實
膿
債
値

の

保

持
者

に
職
能
債
値
が
認

め
ら
る

」
時

に
初

め
て
そ

の
封
象
は
経
濟
債
値

の
保
持
者

と
な
る

の
で
あ

る
。
換
言
す

れ
ば
、
凡

て
の

経

濟
債

値

は
此
爾
種
の
債

値
を
そ
れ
自
身

の
中

に
包
含
し
、
経

濟
債

値

の

一
方

の
極
限
概

念
と
し
て
實
膿
債
値

が
存

し
、
他
方

の

極
限
概
念
と
し

て
職
能
債
値

か
存
す

る

の
で
あ
る
。
實
罷
偵
値

と
職

能
領
値
、

そ
は
凡
て

の
経
濟
債
値

が
参
與
す

る
と
こ
ろ

の
爾

極

で
あ

つ
て
、
此
二

つ
の
性
質
を

有
す

る
と
き
、
初

め
て

一
封
象

は
経

濟
債
値

の
保
持
者

と
な
る
。
経

濟
債
値

は
實
龍
債
値

の
基

礎

な
く
し

て
生
す

る
も

の
で
は
な

い
、
と
同
時

に
職
能
債

値
な
き
経

濟
債
値

は
あ
り
得

な

い
。
経

濟
債
値

は
凡
て
實
艦
債
値

を
有

す

れ
ど
も
、
経

濟
債
値

が
経
濟
債

値

た
る
の
は
、
そ
が
實
罷
債
値

た
る
が
故

で
は
な
く
、
實
腿
債

値

の
保
持
者

が
職
能
債
値
を
有



す

る
か
ら

で
あ
る
。
從

つ
て
實
膣
贋
値

の
保
持
者

は
、
職
能
領
値

な
く
し

て
、

そ
れ
自
身
経

濟
債
値

た
り
得

な

い
。
叉
経

濟
贋
値

は
凡

て
職
能
債
値
を
有
す
る
。
然

し
乍
ら
経
濟
便
値

が
職
能
債
値
を
有
す

る
は
、

そ
は
實
艦
債
値

を
有
す

る
か
ら

で
あ
る
。
從

つ

て
経
濟
便
値

は
實
艦
債

値
な
く
し

て
存

立
し
得
な

い
。

か

」
る
意
味

に
於

い
て
、

吾
人
は
、
経
濟
債
値

は
實
腿
債
値

と
職
能
債
値

の
爾
條

件

に
基

い
て
可
能
な
り
と
言

ふ
の
で
あ
る
。

然

し
乍
ら
、
経
濟
債
値

に
封
す

る
此

二
つ
の
債
値
概

念

の
意
義

は
根
本

的

に
異

る
。
實
膿
債
値

は
、
経
濟
債
値

の
獲

生
以
前
既

に
存
在
し
た
も

の
で
あ

つ
て
、
共
自
身

は
末
だ
維
濟
學

の
範

園

に
屡

し
な

い
。
此
債
値

の
保
持
者

に
職
能
儂
値

を
認

め
ら
る

、
に

至

つ
た
瞬
闇

に
於

い
て
経

濟
債
値

が
生
す

る
。
故

に
経
濟
債
値

と
職
能
債
値

と
は
概
念
上
同
時

に
生
す

る

の
で
あ
る
。

さ
れ

ば
経

濟
債
値

を
論

理
上
、
概
念

上
可
能
な

ら
し

む
る
も

の
は
職
能
債
値

概
念

で
あ
る
。

此
爾
債
値
概
念

の
経
濟
債
値

に
封
す

る
意
義

を
、

他

の
言
葉

を
以

つ
て
表
は

せ
ば
、
實

罷
債
値

は
そ

の
心
理
的
褒

生
的

概
念

で
あ
り

、
職

能
便
値

は
先
天
的
、
論

理
的
概
念

で
あ
る
。

然

る
に

(
枇
會
的
)
職

能
贋
値

は
、
吾

人
が
既

に
別
著

に
詳
論

せ
る
が
如
く
、
貨
幣
其
自
身

で
あ
る
。
B

貨
幣

は
貨
幣

陀
る
以

上
實
艦
債
値

に
執
著

せ
す
專

ら
職

能
債
値

に
基

い
て
猫
立

の
存
在
を
保

つ
。
故

に
貨
幣
な

る
概
念

を
以

つ
て
、
上
述

の
経
濟
債
値

の
性
質
を
表

は
す
な

ら
ば
、
経
濟
債
値

は
所
有

の
封
象

に
認
め
ら
れ
る
肚
會

的
實
艦
債
値

が
、
貨
幣

に
よ

つ
て
客
観
的
歎
的

に
表

示

せ
ら
る

」
と
き
、
初

め

て
可
能

と
な

る
、
即
ち
杜
會
的
實
艘
債
値

が
貨
幣

の
性

質
を
分

有
す
る
と
き
、
経

濟
慣
値
は
概
念

上
成

立
す

る
の
で
あ
る
、

几

て
の
財

は
或
意
味

に
於

い
て
貨
幣

た
る

の
性
質
を
有
す

る
が
故

に
経
濟
債
値

た
る

の
で
あ
る
、
而

し

て
貨

幣
は
経
濟
債
値
概
念

の
先
天
的
、
論

理
的
條

件

で
あ
り
、
経

濟
債
値
獲
展

の

包
$

で
あ
る
、

と

言

ぴ

得

る

の
で

あ

る
。

さ
れ

貨
幣
と
縄
濟
債
値

二
九



貨
幣
と
経
濟
慣
値

三
〇

ば

ω
ご
ヨ
g

も
曰
く
、
「
客
膿

の
経
濟
債
値
は
客
艦

が
可
交
換
的

と
し

て
立
入

る
と

こ
ろ

の
相

互
關
係

に
於

い
て
成
立
す

る
も

の
な

り

と
す

れ
ば
、
貨
幣

は
此
關
係

の
猫

立
性

を
取
得

せ
る
表
現

で
あ

る
、
経

濟
關
係
即
ち
封
象

の
可
交
換
性

の
う
ち
か

ら
、

こ
の
關

係
の
事
實
が
折
出
せ
ら
れ
、
か
の
封
象
に
封
し
て
概
念
的
な
ー

然
し
可
見
的
表
徴
に
結
合
し
た

存
在
を
取
得
し
た
、
抽
象

的
財

産

債

値

の
表

示

で

あ

る
」

と
。
国

鼓

に
於

い
て
吾

人

は
貨

幣

は

経

濟

債

値

を

有
す

る

や

否

や

、
の
最

初

に
提

出

せ

る
問

題

に
樹

し
次

の
如

く
答

ふ
る
事

が
出

來

る
。

経

濟
債

値

一
般
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